
公益社団法人北海道浄化槽協会

むずかしく考えていませんか？



目 的
エネルギー効率の低い既設の中大型浄化槽について、最新型の高効率機器（高効

率ブロワ等）への改修、先進的省エネ型浄化槽への交換、再生可能エネルギーを活

用した浄化槽システムの導入を推進することにより、大幅なＣＯ２削減を図ること

をが目的。

予算規模 １８億円

補助事業の実施期間

２０２２年度（令和４年度） から ２０２６年度（令和８年度） まで

※２０２５年度は ４月２１日から１１月２８日

補助金額、補助率
補助対象事業の「総事業費」の２分の１

執行団体（２０２５年度）

一般社団法人全国浄化槽団体連合会（全浄連）

補助事業の概要





交付対象となる事業 その１

①



交付対象となる事業 その２

②



交付対象となる事業 その３

③



この欄にはどのような機器を既設何台の内、何台を更新するのか記す。②事
業

この欄には各機器が何台でそれぞれ年間を通じて1日換算何時間の運転をしているのか
実際の状況を記す。

事業前における
当該機器の運転状況

年間消費
電力量

※モーター効
率か負荷率か、
どちらか(ある
いはその両方

か)記す

1台当たりの年間の運転時間(h/年)

台数モーター
出力

事業対象機器

1台当たりの年
間運転日数

1台当たりの日平
均運転時間型式メーカー

kWh＝／×日/年365×h/日××kW

この欄には各機器が何台でそれぞれ年間を通じて1日換算何時間の運転を行うことにな
るかを記す。

事業後における
当該機器の運転予定

kWh＝／×日/年365×h/日××kW

kWh
削減できる

年間消費電力量

二酸化炭素削減効果計算表 ((1)機器改修事業)

〇 必要な項目を入力すると年間消費電力などは自動計算されます。
〇 モーター出力などは全浄連が一覧表を作成しているので、簡単に確認できます。



二酸化炭素削減効果計算表 ((1)機器改修事業)

〇 先ほどの表に入力すると自動計算されます。

二酸化炭素
排出係数

事業によって発電で
きる年間電力量

事業によって削減で
きる年間消費電力量

事業によって削減で
きるCO2排出量

×＋＝
0.0005kWh0.0kWh0.0t-

CO2
0.0

二酸化炭素
排出係数

事業対象機器にかか
る事業前の年間消費

電力量

事業対象機器にかか
る

事業前のCO2排出量
×＝

0.0005kWh0.0t-
CO2

0.0

事業対象機器にかかる
事業前のCO2排出量

事業によって削減で
きるCO2排出量CO2排出量の削減率

＝
t-CO20.0t-

CO2
0.0％

※ 削減率も自動計算されるので簡単です。
※ ２０％以上であれば交付対象となります。



最新型高効率機器（ブロワ）への改修事業(１/３）

事業概要

曝気ブロワ２台、調整ブロワ２台、汚泥引き抜きポンプ１台更新

更新した曝気ブロワ２台はタイマーを導入して運転時間を調整

対象浄化槽

処理対象人員 ２，２４０人（構造型）

使用開始 ２００１年１０月

事業費

総事業費 約１，７００万円（１/２補助）

事業効果

ＣＯ２削減率 ２２．８％

北海道事業事例 その１



更新前
曝気ブロワ 更新前

調整ブロワ

更新後
曝気ブロワ

事業事例② 最新型高効率機器（ブロア）への改修事業(２/３）

撤去後
曝気・調整ブロワ



タイマー
設置前

タイマー
設置済み

タイマー

事業事例② 最新型高効率機器（ブロア）への改修事業(３/３）

更新後
調整ブロワ



最新型高効率機器（ブロワ）への改修事業(１/３）

事業概要

曝気ブロワ１台、調整ブロワ１台更新

更新した曝気ブロワはタイマーを導入して運転時間を調整

対象浄化槽

処理対象人員 ３４８人（西原ネオ）

使用開始 １９９２年７月

事業費

総事業費 約４００万円（１/２補助）

事業効果

ＣＯ２削減率 ２２．０％

北海道事業事例 その２



更新前
曝気ブロワ

更新前
調整ブロワ

更新後
曝気ブロワ

更新後
調整ブロワ

事業事例② 最新型高効率機器（ブロア）への改修事業(２/３）



タイマー
設置前

タイマー
設置済み

タイマー

事業事例② 最新型高効率機器（ブロア）への改修事業(３/３）



最新型高効率機器（ブロワ）への改修事業(１/３）

事業概要

曝気ブロワ２台、調整ブロワ②台更新

更新した曝気ブロワ２台はタイマーを導入して運転時間を調整

対象浄化槽

処理対象人員 ７５６人（構造型）

使用開始 １９９１年９月

事業費

総事業費 約２７０万円（１/２補助）

事業効果

ＣＯ２削減率 ２２．０％

北海道事業事例 その３



更新前
曝気・調整ブロワ

更新後
曝気ブロワ

更新後
調整ブロワ

事業事例③ 最新型高効率機器（ブロア）への改修事業(２/３）

原水ポンプ交換



タイマー
設置前 タイマー

設置済み

タイマー

事業事例③ 最新型高効率機器（ブロア）への改修事業(３/３）

制御盤



全国の事例 その１（先進的省エネ型浄化槽への交換）１/２

実流入負荷に見合ったコンパクト型浄化槽への入れ替え

新設浄化槽既設浄化槽項目

25 人98 人処理対象人員

担体流動循環方式接触ばっ気方式（+流量調整槽）浄化槽処理方式

計6台
ブロワ2台、水中ポンプ4台

計10台
ブロワ３台、水中ポンプ６台

スクリーン１台
使用電動機器数

3905.5 kWh/年21437.1kWh/年年間消費電力量

20 万6千円/年エネルギーコスト削減額

82.20%CO２排出量 削減率



全国の事例 その１（先進的省エネ型浄化槽への交換）１/２



全国の事例 その２（再生可能エネルギー設備導入）

太陽光発電設備の設置と浄化槽の入れ替え

新設浄化槽既設浄化槽項目

378人（95ｍ3/日）330人（120ｍ3/日）処理対象人員

膜分離活性汚泥方式⾧時間ばっ気方式、三次処理方式浄化槽処理方式

52129.7 kWh/年108625.1kWh/年年間消費電力量

太陽電池モジュールおよびリチウム蓄電池再生可能エネルギー設備

28400.3 kWh/年設備導入による発電量

100万1千円/年エネルギーコスト削減額

78 % CO２排出量 削減率


